
た ま か わ

i 編集・発行 i 

l 福島県石)11郡
i 玉JII村役場企甑課 i 
i 印刷所 j 

j 須賀川市加治町付 i 
鰯円谷印蹴 : 

広報No. 1 91 昭和57年 7月 1日

、

1.503戸(十 3)
7，434人(_.tt) 

3，656人 (-10)

3，778人ぐ十ち〉

(57年 8月 1日現在〉

村 のようす

数

日
帯

男

女

世

入

〈
露
地
き
ゅ
う
り
初
出
荷
V

今
月
に
入
っ
て
ぽ
つ
ぽ
つ
露
地
も
の
の
き
ゅ

う
り
が
出
始
め
、
昼
過
ぎ
に
は
選
別
さ
れ
た
き

ゅ
う
り
が
泉
農
協
に
運
び
込
ま
れ
、
京
浜
、
関

東
方
面
へ
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
安
定
価
格
に
期
待
大

V

現
在
、
村
内
に
お
け
る
栽
培
農
家
戸
数
は
約

一
円
と
や
や
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
技
術
等
の

向
上
に
よ
り
反
当
り
の
収
穫
の
伸
び
は
大
き

く
、
増
加
の
額
向
に
あ
る
。

ま
た
、
読
菜
と
し
て
の
主
流
を
占
め
、
定
着

化
し
た
夏
秋
き
ゅ
う
ち
は
今
の
と
こ
ろ
順
調
な

出
足
を
み
せ
、
倍
格
の
方
は
ま
あ
ま
あ
と
い
っ

た
と
こ
ろ
。

昨
年
の
霜
害
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
た

栽
培
農
家
は
H

今
年
こ
そ
は
H

と
い
う
意
気
込

み
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

八
意
欲
的
な
取
り
組
み

V

こ
こ
大
字
竜
崎
字
紘
屋
の
橋
本
義
晴
さ
ん
夫

妻
も
そ
の
中
の
ひ
と
り
。

今
年
は
お
ア

i
ル
の
き
ゅ
う
ち
を
作
付
し
、

今
、
畑
に
は
き
ゅ
う
り
の
花
が
び
っ
し
り
と
咲

き
ほ
こ
ろ
び
、
鈴
な
り
に
突
を
つ
け
て
い
る
。

農
業
改
良
推
進
員
と
農
業
土
の
キ
ャ
リ
ア
を
生

か
し
て
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
る
多
角
的
経
営
を
目

指
し
て
い
る
義
晴
さ
ん
?
力
強
く
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
る
の
は
奥
さ
ん
の
ミ
ネ
ヨ
さ
ん
。
ま

さ
に
夫
婦
随
従
。
昨
年
県
の
菌
芸
用
施
設
捕
助

で
連
揮
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

6
練
を
建
て
、
意
欲

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

し

さ

〈
将
来
の
農
業
を
示
唆
V

「
魅
力
あ
る
農
業
経
営
に
力
を
入
れ
た
い
。
」

と
農
業
に
か
け
る
山
情
熱
は
相
当
な
も
の
ο

こ
れ

か
ら
の
農
業
基
盤
に
は
仲
間
づ
く
り
も
必
須
の

要
素
と
訴
え
る
。
「
ゆ
と
り
の
あ
る
農
業
を
し
た

い
J
そ
の
言
葉
が
印
象
的
で
、
将
来
の
農
業
の

方
向
を
位
置
づ
け
た
思
い
が
し
、
橋
本
さ
ん
夫

妻
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
期
待
し
な
が
ら
大
き

な
展
望
が
あ
る
こ
と
を
願
っ
た
。



昭
和
五
十
七
今年
度
福
島
県
ト
消
防
協

O
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

一
念
石
川
支
部
幹
部
大
会
が
去
る
六
月
〈
功
績
章
い

一

十

七

日

、

石

川

町

体

育

館

に

お

い

て

副

団

長

小

原

明

一
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
-
福
島
県
消
八
精
勤
章
〉

一

防

協

会

長

よ

り

小

原

明

昭

(

副

団

長

〉

分

団

長

須

田

勝

一
さ
ん
ら
に
川功
績
華
が
贈
ら
れ
ま
し

川
ν

り

佐

藤

義

一

k
l

温
八
一一永
年
勤
続
章

V

れ
、
そ
の
事
績
が
高
く
評
価
さ
れ
た
一も

・

可

[

d

の
で
ナ
0

う

4

L

v

一

一一一消
防
活
動
に
お
け
る
団
員
の
指
揮

べ訓
練
部
長

a

大

竹

勝

今
回
の
受
賞
に
あ
た
っ
て
は

A
P

村
政
一
統
率
に
あ
た
り
、
モ
の
力
量
を
十
分

H

石

森

藤

の
運
営
に
対
し
、
日
頃
か
ら
皆
様
方
一の
に

一
割
調
毅
翌
週
勢
調
剤
司
議
計
調
護
費
議
塑
勢
調
響
調
調
講
道
選
議
翠
譜
懇
話
瀦

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
指
導
，D
賜

-
t

額
議
欝
灘

麟
際
機
織
機
態
畿
関
畿
欝
務
麟
機
繍
解
協
畿
郵
畿
欝
脳
機
騒
鱗

も
の
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
ご

議

選

擁

歯

属

製

襲

撃

翻

題

1~護

る
と
と
も
に
お
喜
び
申
し
上
げ
た
い
と
一

議

機

器

擁

護

機

関

韓

議

機

韓

関

思

い

ま

す

。

一

際

鰻

襲

(

パ

審

構

議

壌

環

鍾

穣

機

構

務

こ
の
受
賞
を
契
機
に
、
村
民
生
活
の
一

安
定
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
一
に
発
揮
し
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
。
楢
島
県
消
防
協
会
石
川
支
部
長
表
彰

め
、
豊
か
な
住
み
よ
い
村
創
り
を
目
指
…
れ
て
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。
八
優
良
分
団

V

山

小

屋

分

団

し
て
着
実
な
村
政
の
進
展
が
図
ら
れ
る
t

一

ま

た

A

こ
の
席
上
、
親
子
で
消
防
八
毎
一
良
団
員
一以

ょ
う
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
e

一
活
動
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
大
和
田
義
品

分
…町

長

小

一
幸
(
庶
務
部
長
〉
保
幸
(
団
員
〉
ざ

戸

以

真

一
ん
が
、
親
子
等
消
防
で
石
川
支
部
長

H
H

関

一
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

H

げ

小

一

な

お

、

表

彰
ぎ

れ

た

方

々

は

次

の

大

一
と
お
り
で
す
o
f

湯

長

一

村

一
手
一

を

一

~~i~} {i0;;t豊
三 ;i;~I} :'語、
:日!な
?ミ往

層%lJ~~
るEお
ふ:三重リ
ベ~J% .~;り

方2宣
言:妥:ι
活安定!

2 

県
内
八
十
町
村
で
組
織
す
る
福
島
県

町
村
会
の
定
期
総
会
が
六
月
二
日
福
島

市
で
開
催
さ
れ
、
席
上
、
星
会
長
(
南

郷
村
長
〉
か
ら
、
玉
川
村
が
優
良
町
村

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
村
の
振

興
を
図
る
意
味
で
毎
年

行
わ
れ

F

て
い
る
も
の
で

す
が
、
特
に
功
績
の
あ

っ
た
町
村
に
贈
ら
れ
る

も
の
で
、
一わ
が
村
が
行

政
、
財
政
全
般
に
豆
り

優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら

昭和57年 7月1日No. 1 9 1 かわたま広報

夏の防犯運動
'ア月 1日---8月31日

みんなで防犯楽しい夏を

夏は学校はじめ会社、事業所等の休暇による

解放感、酷暑と疲労による注意力の散漫から多

くの事件、事故が毎年多くおきています。みん

なで防犯に心がけ、事件や事故のない楽しい夏

をすζすためお互いに協力しあいましょう。

。カギかけは、家族ぜんぶの合言葉

t.家を留守にするときは、必ず戸締りをして隣
り近所にひと声かける。

Q愛の手でのばせよい子とよい心

P子供を放伍せず、常に子供の行動に注意する

炉親子の対話を大切にし、子供に善悪のけじめ
をはっきりつけさせる。

。誘惑に負けない強い心を

惨見知らぬ人の誘いや言葉には、勇気をもって
はっきり断る。

惨夜道の一人歩きはさけ、チカンにあった時は
大声を出し助けを求める。

。車には必ず力ギを忘れずに

惨一時的な駐車でも車から離れる時は必ずカギ
をかける。

。迷惑行為や暴力の追放

惨被害をうけたり、これを見たり開いたりした

場合は勇気をもって110番をする。

。水難事故防止に万全を

惨必ず準備運動をし、遊泳禁止場所では絶対に
訪くがないO

t.-子供たもの水泳などには必ず大人が同伴し、
疲労している時は泳がない。

。花火の事故防止

惨必す.大人が一緒について、注意書を守ってケ
ガや火災のないよう気をつける。

沢竹針根弓針

金

之
時

伸

秀

勝

義

信
安
喜
雄

光

広

状彰表

昭

金榊有

H

石

〈
永
年
勤
続
団
員

V

分

団

長

佐

H

塩

副

分

団

長

鈴

η

石

〈
親
子
等
消
防

V

庶

務

部

長

大

和

田

団

員

大

和

田

好

分

団

長

森賀枝子

武照

" 

寿也

森 木 田 藤

正義勝義

男義

保義

美栄正人 一 利 寿幸幸
表彰される小原富IJ団長

新生活生かそう伸ばそう育てよう
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空
治
一
建
設
に
向
け
て

気
象
観
測
始
ま
る

風
向
、
一ン風
速
な
ど
三
年
間
観
測
予
定

No. 191 

福
島
空
港

ρ建
設
早
川定
地
が
本
年
こ

A
h・8九
了
〈
V
よ

hqdhrh、
叫

月
川片
須
賀
川
宗
一以一一日一
海
探
捷一
氾
c

た
ど
と
に

よ
ゲ
ー
県
で
時
空
港
一建
設
ピ
向
け
て
の

各
種
調
査
一
事
業
ゼ
若
手

U
ま
し
た
。

去
る
六
月
一

年
か
一万
一ば

気
象
観
測
が

始
ま
り
、
懸
金
沢
地
内
の
集
団
桑
菌
の

高
台
に
プ
レ
ハ
ブ
の
観
測
小
屋
が
建
て

ら
れ
、
県
か
ら
委
託
を
受
け
た
会
社
の

職
員
が
、
毎
日
午
前
七
時
か
ら
午
後
七

時
ま
/で
駐
在

L
て
観
測
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

気
象
観
測
は
風
向
、
風
速
、
気
温
、

気
圧
、
湿
度
、
雨
量
、
視
程
ハ
視
界
〉

翼
高
な
ど
で
、
今
年
か
ら
三
年
間
薙
日

観
測
が
続
け
ら
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
観
測
結
果
は
、
滑
走
路
の

方
向
決
定
や
就
航
率
の
算
定
な
ど
に
貴

重
な
資
料
と
し
て
役
立
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昭和57年 7月 1日

。
調
'査
の
た
め
の
現
地
立
入

り
に
ご
協
力
を

空
港
建
設
に
む
け
て
一
連
の
調
査
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
今
後
次
の
各
種
調

査
が
予
定
さ
れ
て
お
ち
ま
す
。

調
査
の
た
め
係
員
が
現
地
に
立
入
り

し
ま
す
の
で
、
地
元
関
係
者
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

。
空
中
写
真
測
量

〈
調
査
期
間
六
月

1
八
月
〉

一建
設
予
定
地
と
そ
の
周
辺
を
上
空
か

ら
写
真
撮
影
し
、
そ
の
写
真
を
も
と
に

現
地
で
不
明
な
点
を
確
認
し
て
補
足
す

る
作
業
で
、
現
地
の
標
高
な
ど
を
測
る

た
め
現
地
踏
査
を
行
い
ま
す
。

。
地
質
調
査
(
七
月
J
十
月
)

，だ
ん
せ
い
は

亨
弾
性
波
探
査
、

想
定
滑
走
路
の
方
向
一
本
ハ
一
二
千
六

3 

百
メ
!
ト
ル
〉
と
そ
の
横
断
方
向
三

本

Y
こ
千
主
音
メ
ー
ト
ル
〉
の
線
上
に
九

五
〆
〈j
ド

。
ご
と
に
測
点
を
設
け

1
各

部
点
に
受
振
計
を
置
い
て
要
所
要
所
で

発
破
を
が
け
、
地
中
を
伝
わ
る
設
の
一連

鎖
か
ら
、
地
中
の
地
質
構
造
を
推
定
す

る
も
の
で
す
。

V
ポ
ー
リ
ン
グ
調
査

空
港
建
設
予
定
地
内
の
数
ケ
所
を
ポ

ー
リ
ン
グ
機
械
で
掘
り
、
資
料
を
採
取

し
て
地
質
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

玉
川
村
は
三
ケ
所
の
予
定
で
す
。
こ

れ
ら
地
質
の
調
査
は
、
地
権
者
の
了
解

を
得
て
か
ら
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

。
環
境
影
響
予
備
調
査
(
八
月
J
一
二
月
)

空
港
の
周
辺
環
境
に
与
え
る
影
響
を

よ
り
少
な
く
す
る
た
め
、
現
況
の
環
境

状
態
を
把
握
し
、
事
前
に
環
境
に
与
え

る
影
響
を
予
測
一ず
る
た
め
の
調
査
で
、

予
定
地
周
辺
に
お
け
る
動
植
物
の
生
患

状
態
や
水
質
、
騒
音
等
の
現
況
に
つ
い

て
観
測
や
測
定
を
実
施
じ
ま
す
。

展望台に建てられた気象観測所

ク
花
い
っ
ぱ
い

運
動
を
庭
先
ま
で

お
年
寄
の
方
κ
々
が
奉
仕
作
業

各
地
区
で
老

λ
ク
ラ
ブ
が
主
体
と

な
り
、
国
道
や
県
道
沿
え
を
下
刈
り

を
し
、
草
花
を
植
え
て
い
る
光
景
が

よ
く
自
に
つ
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推

進
で
司
お
年
寄
の
方
々
の
自
発
的
な

協
力
に
よ
り
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

、今
年
の
一
一
一
月
、
玉
川
村
老
人
グ
ラ

ブ
連
合
会
は
優
良
道
路
愛
護
団
体
と

住
民
の
体
力
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
熱
と

の
高
ま
り
を
集
約
化
す
る
上
で
、
今
後

し
て
、
そ
の
努
力
を
県
の
道
路
愛
護
会

よ
り
賞
さ
れ
る
と
い
う
輝
し
い
業
績
を

残
し
、
お
年
寄
の
方
々
の
大
き
な
励
み

と
な
っ
て
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
自
分
た
ち
の
手
で
苗
を
育
て

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
庭
先
ま
で
」
を

目
標
に
環
境
の
美
化
に
努
め
、
秋
ま
で

に
は
し
っ
か
り
と
根
づ
い
て
、
汗
と
真

心
の
こ
も
っ
た
奉
仕
の
成
果
が
大
き
く

花
開
く
こ
と
で
し
う
。

中
老
人
ク
ラ
プ
(
代
表
高
林
浅
太
郎
〉

の
皆
さ
ん
も
手
に
鎌
や
唐
鍬
を
持
っ

て
、
草
花
の
手
入
れ
に
余
念
が
な
く
、

一
致
協
力
し
て
奉
仕
作
業
に
精
を
出
し

て
い
ま
し
た
。

取付道路にかかる橋梁の工事現場

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
対
し
大
き
な
期
待

が
掛
け
ら
れ
て
い
る
村
民
運
動
場
は
、

今
、
そ
の
取
付
道
路
及
び
橋

J

梁

工

事

が
、
着
々
と
進
め
ら
れ
で
い
ま
す
。

こ
の
取
付
道
路
及
び
橋
梁
工
事
は、

熊
田
建
設
(
川
辺
V

が
五
千
百
万
円
で

請

負

い

、

二

十

六

日

に

着

工

さ

れ

、

で

に

完

了

す

る

ι鳥
取
紘
一運
路
等
の
完
了
が
間
近
に

な
り
ま
す
いが
~
本
体
で
あ
る
運
動
場
の

造
成
及
び
整
備
の
段
階
に
入
り
大
が
か

り
な
工
事
作
業
に
着
手
し
ま
す
。

村
長
が
待
ち
望
ん
で
い
た
総
合
運
動

場
は
、
少
し
ず
つ
大
谷
地
地
内
の
形
態

へ、，
U
沿
う

が
変
貌
し
て
ゆ
く
に
つ
れ
て
本
格
化
し

て
き
ま
す
。

つ者あい かね かさ

交際は品金の量より真心で



須
釜
小
学
校
で

避
難
訓
練
火
災
発
生
/

落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
か
な
?

六
月
十
五
日
須
釜
小
学
校
の
児
童
た

ち
は
、
須
賀
川
広
域
消
防
署
の
協
力
を

得
て
火
災
発
生
の
た
め
の
避
難
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
訓
練
は
、
何
時
頃
に
火
災

発
生
が
す
る
か
児
童
た
ち
に
は
予
告
な

し
の
訓
練
で
、
失
火
場
所
は
職
員
室
、

緊
急
の
避
難
の
必
要
が
あ
る
と
い
う
想

定
の
も
と
、
火
災
発
生
の
放
送
が
な
る

と
と
ま
ど
う
こ
と
も
な
く
機
敏
な
行
動

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

口
と
鼻
を
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
お
お
っ

て
の
行
動
に
消
防
署
の
防
災
課
長
さ
ん

か
ら
ま
ず
ま
ず
の
出
来
ば
え
で
し
た
と

の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

火
災
の
場
合
も
日
頃
の
訓
練
が
大
切

な
の
は
言
う
ま
で
ー老
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
人
ひ
と
り
の
防
火
に
対
す
る
認
識
を

深
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
、
火
を
出
さ

な
い
よ
う
注
意
し
た
い
も
の
で
す
。

〈

売

イ

宝

ン

、

〉

)

山

発

一

げ

演

J
E

入

、

い

不

}

山

菊

お

ジ

カ

よ

(

，

~

リ

た

村

る

ん

み

日

山

川

制

〉

っ

町

o
め
せ
住

o
m
o内

勺

約

じ

わ

市

す

し

ま

、
す
月
す
h

v

予
J
¥

加
称
ま
楽
み
な
ま

7
ま
~

fx
ト
M

の
別
れ
に
て
か
れ
、
れ
川

十

L

霊
力
行
凡
さ
時
っ

豊
ら
は
さ
M

m

く
輿
魅
ヒ
始
伺
買
、
て
て
表
山

〈
宝
振
い
く
開
が
を
は
立
い
発
山

し
宝
が

率
夢
金
役
つ
に
円

一
ポ
村
新
ポ
け
確
つ
益
に
に
上
~

い
ン
町
、
ン
付
い
と
収
り
細
紙
切

山
ヤ
士
有
ら
ャ
受
高
ひ
の
く
詳
〉
山

川
ジ
桁
か
ジ
約
と
お
じ
づ
等
刊
w

町
ゆ
旬
一
予
夢
、
く
街
法
朝
d

h

-

玖
中
マ
の
な
じ
宝
の
方
〈
A

h

マ
〈
月
サ
)
き
く
の
も
込
関
門

V

サ

7

7

じ
大
宝
こ
次
申
新
町

V

「

i

フ

く

示

前

科

む

川

• 

r
・1J
・12
・2E
2
1
f
1
f
・22
・22
3
i
E
i
f
-
-か

華
や
か
さ
も

4 

清
涼
飲
料
一
・
・本
で
一

O
O
カ
ロ
リ
ー

み
ご
と
に
咲
い

ア
ジ
ド
フ
ィ
ル
ス
菌
を
使
っ
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
殺
菌
さ
れ
た
も
の

は
通
常
5
1
6
倍
に
う
す
め
て
飲
み
ま

す
。
古
く
な
っ
た
び
ん
詰
だ
と
、
時
に

は
中
身
が
淡
褐
色
応
な
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
中
の
砂
糖
と
ア
ミ
ノ
酸

が
自
然
に
反
応
し
た
も
の
で
有
害
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ヘ

。
清
涼
飲
料
の
甘
味

砂
糖
1

?

異
性
化
糖
'J
1l
コ
I
γ

シ
ロ
ッ

プ
な
ど
を
使
い
ま
す
。
通
常
砂
糖
と
し

て
の
濃
度
は

m
J
U
M
P
で
す
。

m
M
飲

む
と

m
l
m
K
カ
ロ
リ
ー
に
な
り
空

す
。
体
内
で
の
消
費
が
う
ま
く
で
き
な

い
と
肥
満
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
水

が
わ
り
に
飲
む
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

第
十
一
回
さ
っ
き
盆
栽
展
が
六
月
五

日
か
ら
七
日
ま
で
の
三
日
間
、
玉
川
村

公
民
館
と
玉
川
村
盆
栽
会
の
共
催
に
よ

り
村
体
育
館
に
お
い
て
聞
か
れ
ま
し

た。
ど
れ
も
み
ご
と
な
花
を
つ
け
、
そ
の

枝
ぶ
り
は
観
客
の
目
を
引
き
つ
け
、
大

い
に
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
作
品
は
一
一
四
点
に
も

の
ぼ
り
、
会
場
に
と
こ
ろ
狭
し
と
並
べ

ら
れ
た
さ
っ
き
は
貴
品
と
優
雅
さ
を
競

い
、
盆
栽
は
木
と
し
て
の
風
格
と
調
和

を
競
い
合
っ
て
、
愛
好
家
た
ち
の
丹
精

込
め
ら
れ
た
鉢
が
こ
の
日
は
一
向
に
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

さっき展会場

新生活生かそう伸ばそう育てよう

教

育

長

賞

森

義

英

(

士

口

)

盆
栽
会
長
賞
須
藤
元
義
(
川
辺
〉

樹
楽
園
賞
大
和
田
重
徳
(
士
口
〉

高

橋

園

芸

賞

水

野

安

親

(

中

〉

〈
競
技
花
)

賞
草
野
昭
吉
(
北
須
釜
〉

久
保
木
徳
雄
会
麻
生
〉

奥
野
辰
昭
〈
岩
法
寺
〉

草
野
林
次
ハ
北
須
釜
〉

関
根
貞
夫
(
小
高
)

塩
沢
直
利
(
南
須
釜
)

草
野
昭
吉
ハ
北
須
釜
〉

高
原
豊
勝
〈
北
須
釜
〉

佐

藤

計

ハ

吉

〉

須
藤
安
一
ハ
川
辺
〉

藁
谷
正
之
助
金
師
生
)

小
原
保
ハ
南
須
釜
)

外
十
八
名

金

" " 

昭和57年 7月 1日

銀

戸』

員

" " " 

議 村

長長

賞 賞

須
藤
安
一
ハ
川

真
弓
善
次
ハ
蒜

生 辺
"-/、、J

" " 
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。
空
き
缶
公
害

缶
入
り
清
涼
飲
料
な
ど
を
飲
ん
だ
あ

と
、
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
捨
て
る
た
め
、

環
境
を
汚
す
空
き
缶
公
害
が
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
必
ず
決
め
ら
れ
た
と
と

ろ
へ
。

。
贈
答
用
に
す
る
の
は
考
え

も
の

先
方
の
年
齢
な
ど
に
よ
る
好
み
も
あ

り
ま
す
し
、
甘
味
の
と
り
過
ぎ
を
警
戒

し
て
い
る
人
に
は
不
向
き
で
す
。

銅

戸且e

sミ

満開の花をつけたみごとなさっき

たまかわ

(
松
柏
、
雑
木
、
野
草
)

商
工
会
長
賞

松

柏

金

賞

雑

木

η

野
草

銀
賞

雑
木

η

雑
木

銅
賞

雑
木

藁
谷
正
之
助
金
赫

生〉

小

針

唯

七

ハ

中

〉

小

林

宏

之

竜

崎

)

溝
井
安
喜
(
小
高
)

須
藤
安
一
〈
川
辺
)

奥
寺
!
d
郎

(

中

〉

広報



公
民
館
主
催
に
よ
る
村
氏
ソ
フ
ト
ポ
の
応
援
の
な
か
、
チ

i
ム
の
選
手
た
も

た

く

ま

ね

ば

i
ル
、
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
六
は
還
し
さ
と
粘
り
強
き
を
武
器
に
奮
闘
同

月
十
三
日
〈
臼
〉
午
前
九
時
よ
り
、
須
し
、
大
話
題
。
綬
習
の
成
果
を
思
う
存

釜
小
学
校
々
庭
、
玉
川
村
体
育
館
に
お
分
に
発
揮
し
、
会
場
は
緊
張
と
熱
気
に

い
て
関
擢
さ
れ
ま
し
た
。
包
ま
れ
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
も
今
年
で
十
三
国
こ
の
試
合
で
得
た
活
力
を
十
分
今
後

詰
を
迎
え
、
村
民
の
体
力
向
上
の
生
活
に
生
か
し
て
欲
し
い
も
の
で

と
村
民
相
互
の
親
援
に
大
き
な
す
。

伸
展
を
み
、
村
民
の
中
に
も
意
成
績
は
次
の
通
り
で
す

識
の
高
揚
が
浸
透
し
つ
つ
あ
り

。
ソ
フ
ト
ポ
i
ん

ま
す
。

一

回

戦

中

7
1
4北
須
釜

約
三
百
余
名
の
参
加

F

蒜

生

弘

1
3阻
辻

行
わ
れ
、
チ

i
ム
プ
レ
ー
も
年

高
日

1
3岩
法
寺

々
上
達
し
ど
の
チ
ー
ム
も
強
敵

中

7
1
5高
須
釜

に
早
変
わ
り
。

げ

り

辺

3
1
2
蒜

生

地
一
弘
ぐ
る
み
、
家
族
ぐ
る
み

j

}

小

高

叩

l
o山
小
屋

竜

崎

4
1
4
吉

(
抽
選
勝
ち
〉
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二
回
戦神

仏
合
配
む
露
地

四
月
号
で

H

丸
石
神
η

を
紹
介
し
た

と
こ
ろ
、
村
内
に
は
ま
だ
い
く
つ
か
の

H
丸
石
H

が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
り
、
麗

敷
神
と
し
て
詑
ら
れ
て
い
る
例
が
報
告

さ
れ
た
。

再
び
H
H

丸
石
H

に
焦
点
を
あ
て
て
み

ト
4
λ
ノ
。

写
真
は
小
高
地
内
の
も
の
で
、
役
場

の
呂
と
鼻
の
先
に
詑
ら
れ
て
い
る
芯
神

仏
で
あ
る
。

準
決
勝

竜竜 )11

辺

5
1
4
中

崎

7
i
5
小

高

崎

8
1
6
川

辺

決

勝

。
家
庭
パ
レ

i
ポ

i
ん

A
プ
ロ
ッ
グ

ー

位

南

須

釜

2
位

川

辺

3
位

中

4
位

崎

2
勝
1
散

2
勝
1
敗

1
勝
2
敗

1
勝
2
敗

向
っ
て
右
側
が
車
田
家
の
氏
神
、
中

央
赤
い
布
を
ま
い
た
の
が
米
山
薬
師
如

来
ハ
棟
札
に
明
記
し
あ
り
〉
、
左
側
が

関
根
家
の
氏
神
で
あ
る
。
そ
の
左
側
に

あ
る
板
碑
ハ
石
造
供
養
塔
婆
〉
に
は
何

か
宛
字
が
浅
く
彫
ら
れ
て
い
る
が
永
年

の
風
化
に
よ
っ
て
判
読
で
き
な
い
。

こ
の
小
高
い
屋
敷
の
一
角
に
神
仏
を

お
記
り
七
て
い
る
な
か
で
、
主
体
は

「
米
山
薬
師
知
来
」
で
あ
ろ
う
。
昔

ハ
年
代
一
小
詳
〉
こ
こ
に
薬
部
如
来
を
安

寵
し
た
お
堂
が
あ
っ
て
、
お
参
り
す
る

入
が
通
る
入
口
だ
っ
た
。

現
在
の
関
根
渚
氏
宅
一
口
座
敷
を

ρ
堂

口
n
と
よ
ん
で
い
る
。
そ
し
て
菅
か
ら

B
プ
ロ
ッ
ク

1
位

小

高

2
位

岩

法

寺

3
位

蒜

生

4
位

四

辻

C
ブ
ロ
ッ
ク

ー

位

山

小

農

2
位

北

須

釜

3
位

吉

決
勝
リ
ー
グ

優

勝

南

須

釜

準

優

勝

小

高

一
一
一
位
山
小
壁

3
勝

2
勝

1
敗

1
勝

2
敗

3
敗

2
勝

1
勝

1
敗

2
敗

2
勝

1
勝

1
敗

2
敗

薬
師
如
来
の
仏
像
に
代
わ
る
も
の
と
し

て
H

丸
石
H

と
H

蜂
の
巣
グ
状
石
ニ
ケ

の
計
三
ケ
の
石
に
霊
魂
を
感
受
し
て
い

る
。
間
様
に
左
側
の
氏
神
に
も
丸
石
に

神
霊
を
感
得
し
、
と
も
に
幣
束
を
供
え

て
一
家
の
繁
栄
と
家
内
安
全
無
病
患
災

を
祈
願
し
供
養
を
も
施
し
て
い
る
。

こ
こ
に

y丸
石
η

に
神
霊
を
感
じ
、

た

ま

た

ま

た

ま

丸
目
玉

1
1
1
魂

l
i撃
と
し
て
の
日

本
人
特
有
の
信
仰
が
生
き
続
け
て
い
る

の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

左中右

一
向
ム
一
一
訳
関
野
球
大
会

須
釜
野
球
ク
ラ
ブ

優
勝

第
六
回
玉
川
村
野
球
協
会
長
杯
大
会

ハ
会
長
大
和
田
義
幸
〉
が
去
る
五
月
二

十
三
日
、
一
ニ
ム
i
E
の
二
呂
簡
に
わ
た
っ

て
須
釜
小
、
玉
一
小
校
庭
で
村
内
の
十

五
チ
!
ム
が
参
加
、
熱
戦
の
末
、
力
に

ま
さ
る
須
釜
野
球
グ
ラ
ブ
が
三
度
目
の

優
勝
を
か
ざ
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

。
準
決
勝

須
釜
野
球
ク
ラ
ブ

9

1

i

4

 
泉
郷
グ
ラ
ブ

中
根
精
工

宅

i

1
1
n
d
 

噌

t品

ド
ラ
ン
カ

i
ズ

。
決

須
6釜勝

i野
球

3 ク

中 ラ
根ブ
精
ヱ

つきあい かね かさ

交擦は品金の蚤より真心で
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一7
月
は
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月

陪
で
す
。

年
々
助
、け
合
い
運
動
が
広
が
っ
て
い

ま
す
が
、
:
夏
季
は
ど
う
し
て
も
血
液
が

不
足
が
ち
で
す
。

こ
れ
は
、
夏
場
に
海
や
山
に
出
か
け

た
り
、
旅
行
や
帰
省
す
る
人
が
多
く
献

血
率
の
低
下
に
よ
る
も
の
と
、
暑
さ
や

疲
れ
か
ら
献
血
意
欲
が
鈍
る
た
め
で

す。。
温
か
い
助
け
合
い
の
心
を

誰
か
が
病
気
や
事
故
で
献
血
を
求
め

て
い
る
時
、
あ
な
た
の
血
液
を
無
償
で

提
供
す
る
と
い
う
善
意
は
、
血
液
を
必

要
と
す
る
患
者
さ
ん
に
生
命
の
灯
を
と

も
し
ま
す
。

あ
な
た
の
温
か
い
心
を
わ
け
て
く
だ

さ
い
。

。
献
血
は
安
心
し
て

献
血
草
で
採
血
す
る
捌
∞
は
、
全
血

液
量
の
約
初
分
、の
1
で
健
康
上
の
支
障

は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
血
液
の
量
自
体
は
採
血

後
2
1
3
時
間
で
回
復
し
ま
す
。

献
血
に
対
す
る
不
安
や
誤
解
を

と
り
除
き
、
助
け
合
い
の
心
を
育

み
ま
し
ょ
う
。

。
献
血
の
で
き
奇
人
は

年

令

:
j
i
-
-
-
-
m歳
か
ら
邸
歳

ま
で
の
人

重

:
:
j
i
-
-
男
子
缶
句
、
女

子
制
均
を
越
込

体

る
人

娠
:
:
:
:
:
:
妊
娠
し
て
い
な
い

人
、
出
産
後
6
ヶ
月

以
上
経
過
し
て
い
る

人

採
血
間
隔

ei--・
:
前
回
の
献
血
か
ら
1

ヶ
月
以
上
経
過
し
て

い
る
人

採
血
量
と
回
数
・
:
一
回
別
品
以
内
と
し

年
間
5
回
を
限
度
と

す
る

そ
の
他
j
i
-
-
:
:
健
康
状
態
が
良
好
な

人

※
肝
炎
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
や

慢
性
疾
患
で
薬
を
服
用
中
の
人
は
、

献
血
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

献
血
車
を
み
か
け
ま
し
た
ら
、
あ
な

た
の
愛
が
多
く
の
人
に
ゆ
き
わ
た
る
よ

う
ぜ
ひ
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

関
年
度
の
献
血
協
力
者
(
当
村
〉
三

三

O
人。

「
昨
年
に
比
べ
て
一
二
・
六
%
の
仲
び
」

妊

。
税
金
は
み
ん
な
の
た
め
に

使
わ
れ
る

私
た
ち
が
健
康
で
安
定
し
た
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
、
以
国
や
地
方
公
共
団
体

は
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や
道
路

の
整
備
、
教
育
や
科
学
の
振
興
な
ど
、

幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要
な
費
用
は
、

私
た
ち
み
ん
な
が
社
会
共
通
の
経
費
と

し
て
分
担
し
、
出
し
合
っ
て
い
る
「
税

金
」
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
の
納
め
る
税
金
千

円
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
国
の
一
般
会

計
予
算
で
み
ま
す
と
図
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
が
よ
り
豊
か
に
な
る

よ
う
に
大
切
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま

す。

手初拘り勾"川，{姥紛t捻を会飴Y汐粉Pρω例川刈?ωω川川0ω川川l月月~:肖怜.弓針い奇針1
(何B仲ザ叫与度尽) 

新
聞
講
読
勧
誘
に

吋
」
い
注
畠
息

/
6

景
品
、
無
料
紙
ハ
無
代
紙
〉

配
達
は
違
法
で
す

。

い。」〉

@
無
料
紙
〈
無
代
紙
V

の
配
達

ハ
例
え
ば
、
「
一
ヶ
月
分
の
新
聞
代
金

を
無
料
に
し
ま
ず
か
ら
一
一
一
ヶ
月
取
っ

て
下
さ
い
。
」
)

現
在
、
新
聞
が
違
法
な
方
法
で
販
売

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
新
聞
販
売
正

常
化
を
は
か
つ
て
お
り
、
購
読
者
の
皆

さ
ん
が
た
も
、
違
法
な
勧
誘
に
は
乗
ら

な
い
よ
う
に
し
て
}
小
さ
い
。

ハ
公
正
取
引
委
員
会
〉

「
1

1

1

L

w

m

同
H引

間
一
月

日
護

1
愛

月
川

7
河

き
れ
い
な
ふ
る
さ
と
ノ

山

F

玉
川
村
町の

一
俗
地
名
ー
と
由
来
F

一
予
想
外
の
好
評
b
v

一

色
の
ほ
ど
玉
川
村
郷
土
史
研
究
会

一-
が
半
年
が
んが
り
も
ま
ど
め
た
H

玉
川

一
村
の
俗
地
名
と
由
来
少
は
、
目
下
回

一
ら
ん
板
で
村
内
各
戸
の
購
入
申
込
を

…
受
付
中
で
あ
る
が
、
最
近
関
係
者
か

山
ら
予
想
外
の
賞
讃
を
頂
い
て
い
る
の

一
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
付
我
が
国
民
俗
学
界
を
代
表
す
る
東

一
北
学
院
大
学
教
授
福
島
県
文
化
財
保

一
護
審
議
委
員
文
学
博
士
岩
崎
敏
夫
先

園
生
か
ら
の
礼
状
の
一
文
で
、
「
こ
の

一
本
は
単
に
玉
川
村
だ
け
の
も
の
で
は

一
な
い
。
同
じ
よ
う
な
地
名
の
由
来
が

一
解
明
で
き
た
。
」
と
激
賞
さ
れ
て
お

一
り
、
今
更
乍
ら
こ
の
小
冊
誌
が
斯
界

一
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て

固
い
る
こ
と
に
誇
り
を
感
ず
る
も
の
で

一
あ
る
。

一
ま
た
郡
山
市
立
図
書
館
長
伊
東
司

一
氏
か
ら
も
、
「
ぜ
ひ
本
書
を
こ
の
図
書

一
館
に
備
え
て
お
き
た
い
」
と
の
申
込

一
が
あ
り
、
早
速
お
届
け
し
た
処
、

一
万
貴
重
な
資
料
だ
"
と
賞
讃
さ
れ
た
。

一
玉
川
村
史
を
監
修
さ
れ
た
田
中
正

一
能
先
生
に
は
当
初
か
ら
ご
指
導
を
頂

…
い
て
い
た
だ
け
に
、
本
書
の
発
刊
を

一
心
か
ら
喜
ん
で
頂
い
た
。

一
玉
川
村
史
の
す分
身
と
し
て
一
家
に

一
一
冊
は
ぜ
ひ
備
え
て
お
か
れ
る
よ
う

一
お
す
ふ
め
し
ま
す
。

一
(
玉
川
村
郷
土
史
研
究
会
・
岩
谷
)

新生活生かそう伸ばそう膏?てよう
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七
月
は

み
ん
な
で
守
る
地
域
の
子

「
青
少
年
を
非
行
か
ら

守
る
全
国
強
調
月
間
」

昭和57年 7月 1日

※
学
生
、
生
徒
を
非
行
か
ら
守
る

※
暴
力
非
行
を
防
止
す
る

※
有
害
環
境
の
浄
化

村
民
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
に
よ
り
青

少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、
次
代
を
担
う

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
特
段
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

米消費拡大推進ポスター

コンクール優秀賞

仮

空文
E イヒ
民間斗
権言意

と運-

2動演

自
由
民
権
運
動
で
知
ら
れ
る
河
野
広

中
先
生
の
指
導
の
下
で
、
同
志
と
し
て

運
動
に
参
加
し
た
私
共
の
祖
父
や
曾
祖

父
が
沢
山
い
ま
し
た
。

今
年
は
福
島
事
件
以
来
百
年
目
の
記

念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
各
地
に
お
い
て

意
義
あ
る
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
た
り
、
左
の

通
り
文
化
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
村
民
多
数
の
聴
講
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

記七
月
二
十
日
午
後
一
時
半

ト

ι
ハソ

玉
川
村
就
業
改
善
セ
ン

タ

日

時

ニ
会

場

講

自
由
民
権
運
動
研
究
家

郡
山
女
子
大
学
教
授

高
橋
哲
夫
先
生

師

一
今
回
は
建
設
課
で
す
。

一
建
設
課
は
斉
藤
課
長
外
七
名
の
職
員

"
-
問
問
凶
置

E
B糧
g
E綱
嶋

田

北
ノ
宿
に
簡
易
パ
ス
待
合
所

意義間

設

置

さ

れ

る

江(JlI辺小〉

本
格
的
な
夏
の
お
と
ず
れ
と
と
も

に
、
少
年
た
ち
に
と
っ
て
楽
し
い
夏
休

み
が
や
っ
て
来
ま
す
。
一
方
、
こ
の
時

期
は
激
し
い
暑
さ
な
ど
か
ら
、
少
年
を

取
巻
く
周
囲
の
環
境
も
開
放
的
と
な

り
、
長
期
間
学
校
か
ら
離
れ
て
生
活
す

る
少
年
た
ち
の
、
生
活
の
リ
ズ
ム
も
乱

れ
が
ち
、
思
わ
ぬ
事
件
に
遭
遇
し
た
り

危
険
な
誘
い
に
の
っ
て
、
あ
と
ま
で
不

幸
を
背
負
っ
て
し
ま
う
少
年
も
少
く
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
事
件
や
事
故
、
さ
ら
に
非

行
を
防
止
し
、
少
年
た
ち
が
強
く
た
く

ま
し
く
成
長
す
る
よ
う
、
本
年
も
昨
年

に
引
き
続
き
七
月
一
ー日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
一
か
月
間
、
青
〈小
年
を
非
行
か

ら
守
る
全
国
強
調
月
間
活
動
が
全
国
一

せ
い
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

月
間
中
に
実
施
さ
れ
る
主
な
活
動
は

次
の
と
お
り
だ
す
。

※
非
行
防
止
へ
の
関
心
を
高
め
る

文部矢

利用者に喜ばれている北ノ宿パス待合所

こ
の
ほ
ど
、
南
須
釜
字
蔵
ノ
前
地
内

ハ
通
称
北
ノ
宿
〉
に
簡
易
パ
ス
待
合
所

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
路
一
肩
も
狭
ミ
大
型
自
動
車

等
の
往
来
も
激
し
い
た
め
、
通
勤
通
学

を
は
じ
め
、
こ
ざ
も
、
老
人
等
利
用
者

が
危
険
な
思
い
を
し
な
け
れ
一ば
な
ら
ず

設
置
が
希
望
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
利

用
者
を
は
じ
め
地
域
住
民
か
ら
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
待
合
所
、は
、
大
字
吉
字
上
ノ
入

三
三
須
釜
勝
則
氏
の
御
厚
意
に
よ
り
建

て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

で
土
木
係
と
管
理
係
の
ニ
係
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
は
、
土
木
係
で
は
村
道

や
橋
梁
、
農
林
道
の
新
設
、
改
良
、
補

修
な
ど
道
路
網
の
整
備
に
関
す
る
こ
と

や
、
住
宅
の
建
設
な
ど
各
種
公
共
施
設

の
建
設
や
整
備
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
か
ら
村
民
運
動
場
の
建

設
を
担
当
し
、
す
で
に
工
事
が
進
め
ら

れ

て

い

ま

す

。

で

管
理
係
で
は
村
営
住
宅
の
維
持
、
管
、
じ

理
を
は
じ
め
、
道
路
占
用
の
許
可
事
務
，
s

や
道
路
愛
護
、
河
川
の
美
化
に
関
す
る
よ

こ
と
も
行
っ
て
お
り
、
環
境
の
改
善
に
け

も
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
復
出
事
業
も
大
き
な
仕
官
直
一

事
で
あ
り
、
生
活
基
盤
の
拡
充
と
安
定

J
J
r

に
力
を
注
い
で
い
る
o

ね
合

か
口
町+ユ

F

U

際
立
父

妊
変娠
更屈
に出
つの i
い'
て i

揖 蛭鐸が各怠記入して畠w下さい.
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年
金
の
受
給
者
が
住
所
、

支
払
機
関
を
変
更
し
た
と

き
は
、
す
み
や
か
に
届
け

出
ま
し
ょ
う
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年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
住
所
や
年

金
を
受
け
と
る
銀
行
、
郵
便
局
を
変
更

し
た
と
き
は
、
「
国
民
年
金
受
給
者
住

所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
屈
が
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
各
支

払
月
の
銀
行
預
金
口
座
へ
の
振
込
通
知

書
や
郵
便
局
へ
の
支
払
通
知
一書
が
前
住

所
あ
て
に
送
ら
れ
、
希
望
す
る
銀
行
、

使
郵
局
な
ど
で
年
金
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
り
し
て
、
大
変
困
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。な

お
1

山
定
め
ら
れ
た
期
間
に
間
違
い

な
く
年
金
を
支
払
う
た
め
に
は
、
支
払

の
た
め
の
通
知
書
作
成
が
約
、一
ヶ
月
前

か
ら
行
わ
れ
る
た
め
、
直
前
に
住
所
や

支
払
機
関
の
変
更
届
を
提
出
し
て
も
間

たまかわ広報

に
合
い
ま
せ
ん
。

支
払
機
関
の
変
更
は
、
支
払
期
間
の

一
ヶ
月
前
は
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

住
所
変
更
を
伴
わ
な
い
支
払
機
関
の
変

更
は
な
る
べ
く
じ
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

す

納期限 保

冬忘尺険今局

納めまし 26 税 の
月日 〈 納

よ 期 税
う。 でま フ円了

で¥..._/
ー-----血晶畠邑且且且 且 且-

自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
、
た
だ
今
、
睦
ペ
海
・

空
自
衛
官
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

明
日
の
日
本
を
に
な
う
、
あ
な
た
の

若
い
力
を
お
待
・ち
し
て
お
り
ま
す
。

。
応
募
資
格
:
・
十
八
才
以
上
、
二
十
五

才
未
満
の
日
本
国
籍
を

有
ナ
る
男
子
。

。
初
任
給
:
・
九
六
、
二

O
O円
、
十

ヶ
月
後
一

.0
胃
、
八

O

O
円
と
な
り
、
そ
の
後

年
一
回
昇
給
。

衣
・
食
・
住
は
無
料
支

給
さ
れ
ま
す
。

。
賞
与
:
・
年
三
回
約
四
・
九
ヶ
月

分
そ
の
他
寒
冷
地
手
当

な
ど
諸
手
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
0

.

手
続
き
な
と
詳
じ
む
ば
、
崎一
役
場
総
務

課
叉
は
自
衛
隊
郡
山
募
集
事
務
所
ハ
電

話
郡
山
三
エ

l
一
回
こ
四

v
h
お
気
軽

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

「
今
春
入
隊
じ
一た
出
身
隊
員
の
横
顔
」

自
衛
隊
に
入
隊
し
、
元
気
に
頑
張
っ

て
お
り
ま
示
。

蒜:生 出 身

山歯

あ
り
が
と
う

↑ご
ざ
い
ま
す

ー し
金たこ
~ ，? の
← ， 

詩 厚係
凹く :左
足御次札。
南 を 通

大須申り
釜じ寄

野上付
勝げを
ーま頂

すき
殿。ま

今
月
の
心
配
ご
と
相
談

玉
川
村
心
配
ご
と
相
談
所
は
次
の
自

程
で
開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
下
き

、。、
L
V

記

7
月
刊
日

7
月
初
日

午
前
中
社
協
相
談
室

午
前
中
須
釜
公
民
館

(
社
協
)

住
民
諜
衛
生
関
係

事

業

予

定

幻
日
〈
水
〉
妊
婦
検
診

(
東
部
〉
母
子
セ

γ
タ

l

午
後
1

時
J

2
時

幻
日
〈
木
〉
乳
幼
児
検

診
母
子
セ
ン
タ

ー

午

後

1
時
J

2
時

3
才
児
検
診
(
泉
地
区
〉

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
午

後一
1
時
mω

分

1
2時
初
分

Q
J
月
4
日
(
水
〉
妊
婦
検
診
(
西
部
〉

母
手
セ
一
ヂ
タ
i

午
後
1

お
日
〈
水
〉

薫君

7
り日
(
土
〉

※

8
日
(
日
)

時

1
2時

母
親
学
級
就
業
改
善
屯

ン
タ
!
午
前
9
時
鉛
n
7

1
U時

第
日
目
玉
川
村
少
年
球
技

大
会
須
釜
小
校
露
・
須
釜

体

育

館

午

前
8
時

ω分

公

民

館

行

事

予

定

9
日
〈
金
〉
泉
婦
人
学
級

日
日
ハ
火
〉
日
本
画
教
室

初
日
〈
火
)
高
令
者
教
室

お
日
〈
金
)
j
お
日
〈
日
〉

第
時
一
回
村
民
登
山〈

富
士
山
)

日
本
画
教
室

少
年
ふ
る
さ
と
運
動

幻
日
(
火
)

お
日
(
木
)

お
Jll地

辺区

山北南 蒜
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法 ν
寺高辺

め
ん
で

た

(
五
月
分
の
出
生
届
書
か
あ
)

γ

油
一生
児
氏
名

ソ草
野
由
香
梨

抜
一品
川心者
芋

白
旗
真
理
子

真

弓

知

子

真
弓
さ
や
か

増
エ
サヤ恵

h

美

喜
一野
A

裕
一美

我

妻

友

恵

保
護
者
名

光

雄
一

郎

保

雄

好

司
清

信

常

政

勝

男

穏

雄

く

ーや

み

円
五
万
分
り
死
む
嵐
警
か
ら
〉

区

死
亡
者
氏
名
年
令

正英伸為主世

臣雄二雄名帯

村事宗佐

越田形藤

祐 r寄菊美
禰次次好

79 .79 68 79 

岩
法
寺

土門戸

四

辻

大

竹

隆

有

賀

シ

モ

須

田

義

信

80 65 33 

義 茂 武

次雄

(
福
島
地
方
気
象
台
発
表
〉

平
年
に
く
ら
べ
て
蒸

L
暑
い
晴
れ
の

日
が
多
い
見
込
み
で
す
が
、
月
は
じ
め

は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
の
影
響
を
う

け
て
低
温
や
日
照
不
足
が
目
立
ち
、
ま

た
局
地
的
な
大
雨
の
一
降
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

梅
雨
明
け
は
平
年
並
か
や
や
早
く
、

そ
の
後
一怯
暑
そ
な
り
一ま
す
が
、
月
未
に

は
前
線
が
南
下
し
て
'気
温
が
下
り
、
局

地
的
な
一太
雨
の
降
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
丹
平
均
め
気
温
は
平
・
年
よ
り
や
や

高
く
、
降
水
量
は
や
や
少
い
見
込
で
す

が
局
地
的
に
は
多
い
所
が
あ
る
で
し
ょ

λ

ノ。編

集

後

記

;島

う
っ
と
お
し
い
梅
雨
も
今
月
め
半
ば

に
は
明
け
、
本
格
的
な
夏
の
到
来
で
す
。

今
月
に
は
、
各
学
校
が
一
斉
に
夏
休

み
に
入
り
、
交
通
事
故
や
水
難
な
ど
痛

ま
し
い
出
来
事
の
芯
い
楽
し
い
夏
休
み

と
な
る
よ
う
気
を
付
け
た
い
も
の
。

夢
を
乗
せ
て
走
る
超
特
急
、
新
幹
紋

も
こ
の
夏
休
み
に
は
子
供
た
も
の
人
気

を
独
占
し
1

、
行
楽
な
ど
に
か
り
だ
さ
れ

る
女
児
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

叉
、
今
月
は
「
子
供
を
非
行
か
ら
守

る
強
調
月
間
」
で
す
。
非
行
の
低
年
化

が
問
題
に
な
づ
て
い
る
昨
今
、
親
子
で

語
れ
る
共
通
の
話
題
を
探
索
し
、
団
ら

下ん
の
場
を
作
.る
の
も
非
行
防
止
の
妙
薬

広弘
法
る
の
で
は
な
'い
で
じ
よ
う
か
。

、フ
ラ
ン
を
練
っ
て
是
非
実
行
を
ノ

新生活生かそう伸ばそう〉脊でよう




